

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8: 広木大町 41 号墳
 9: 白井坂埴輪窯跡
10: 古凍根岸裏 7号墳
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A,A' - a - -
- A' - - - -
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A' ? a a b ×
A' ? b b c
A R b b c
- A' - - - -
? B' - - d
? B - b b b
B - b a b ×
? B L b,c - d
B ? ? - d
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C' ? d c b
C' R d c b
C,C' R? d - b
C ? d - b
- C - - - -
C' - - - -
- C' - f - b
C' ? e - c
? C R? d - b
C R d c a
C,C' R? d d b
C' R? d - a
C' R f - b
D R f - -





a b c d e f
突帯の断面模式図

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ 50km 0 
（S=1/1,600,000）
図13　末長久保台１号墳出土埴輪と胎土組成が類似する埴輪窯跡の分布
南
武
蔵
に
お
け
る
埴
輪
生
産
の
一
様
相
一
二
一
い
他
地
域
か
ら
の
搬
入
と
い
う
事
例
も
存
在
す
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
南
武
蔵
に
お
け
る
六
世
紀
前
半
の
埴
輪
生
産
体
制
は
、
工
人
が
現
地
に
移
動
す
る
「
人
が
動
く
時
代
」
（
城
倉
二
〇
〇
九
）
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
地
生
産
に
よ
る
か
搬
入
品
に
よ
る
か
は
、
対
象
古
墳
の
立
地
な
ど
に
影
響
さ
れ
た
単
純
な
結
果
で
あ
る
ど
う
か
、
今
後
、
様
々
な
面
か
ら
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
小
規
模
の
円
墳
と
想
定
さ
れ
な
が
ら
、
複
数
の
製
作
遺
跡
か
ら
埴
輪
の
供
給
を
受
け
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
第
Ⅰ
群
の
半
円
形
透
孔
の
円
筒
埴
輪
は
、
製
作
地
を
群
馬
県
藤
岡
市
周
辺
と
想
定
し
た
場
合
、
猿
田
埴
輪
窯
跡
群
に
も
類
例
は
存
在
す
る
（
山
田
二
〇
〇
四
）。
し
か
し
、
本
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
、
Ａ
類
の
よ
う
な
寸
胴
の
円
筒
埴
輪
の
形
態
や
半
円
形
の
透
孔
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
埼
玉
県
本
庄
市
金
鑽
神
社
古
墳
（
増
田
ほ
か
一
九
八
六
）
出
土
の
円
筒
埴
輪
な
ど
、
児
玉
郡
域
の
中
期
古
墳
に
樹
立
さ
れ
た
埴
輪
と
類
似
す
る
要
素
が
強
い
。
も
ち
ろ
ん
、
中
期
古
墳
の
埴
輪
で
あ
る
こ
と
か
ら
年
代
的
な
懸
隔
は
大
き
く
、
タ
タ
キ
技
法
を
有
す
る
な
ど
製
作
技
術
の
違
い
も
あ
り
、
直
接
的
に
系
統
関
係
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
城
倉
正
祥
氏
が
整
理
し
た
埼
玉
古
墳
群
の
埴
輪
編
年
（
城
倉
二
〇
一
一
ａ
）
に
お
い
て
、
五
世
紀
後
半
に
古
墳
群
が
成
立
す
る
端
緒
と
な
っ
た
稲
荷
山
古
墳
に
樹
立
さ
れ
た
埴
輪
に
見
ら
れ
る
三
つ
の
系
統
（
①
黄
白
色
系
統
、
②
橙
褐
色
系
統
、
③
赤
褐
色
系
統
）
の
う
ち
、
①
の
「
生
産
地
は
特
定
で
き
な
い
が
五
Ｃ
末
～
六
Ｃ
初
に
集
約
さ
れ
た
場
所
で
生
産
さ
れ
た
埴
輪
群
」
は
半
円
形
の
透
孔
と
の
類
似
か
ら
末
長
久
保
台
一
号
墳
の
第
Ⅰ
群
に
、
②
の
「
比
企
・
大
里
の
複
数
窯
の
生
産
品
。
六
Ｃ
前
半
の
「
プ
レ
桜
山
」
の
展
開
が
特
徴
」
と
さ
れ
た
埴
輪
群
は
第
Ⅱ
群
と
の
共
通
性
が
高
い
。
稲
荷
山
古
墳
の
埴
輪
は
、
児
玉
郡
域
や
比
企
地
域
に
お
け
る
中
期
の
埴
輪
生
産
を
母
体
と
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
（
城
倉
二
〇
〇
九
）
か
ら
、
南
関
東
地
方
に
お
い
て
小
規
模
な
古
墳
に
複
数
系
統
の
埴
輪
が
搬
入
さ
れ
樹
立
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
北
武
蔵
の
大
型
古
墳
群
の
成
立
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
。
お
わ
り
に
本
論
で
は
、
南
武
蔵
の
多
摩
川
流
域
に
所
在
す
る
末
長
久
保
台
一
号
墳
の
埴
輪
に
つ
い
て
、
古
墳
時
代
後
期
初
頭
か
ら
前
葉
に
か
け
て
複
数
の
生
産
地
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
胎
土
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
の
成
果
を
援
用
し
て
製
作
地
を
推
定
し
た
。
周
辺
地
域
に
目
を
向
け
る
と
、
同
じ
高
津
区
桃
之
園
古
墳
で
は
「
下
総
型
」
人
物
埴
輪
と
別
系
譜
の
人
物
埴
輪
の
二
種
類
、
久
本
山
古
墳
で
も
生
出
塚
窯
産
の
円
筒
埴
輪
と
別
系
譜
の
人
物
埴
輪
の
二
種
類
、
多
摩
川
の
対
岸
に
位
置
す
る
東
京
都
大
田
区
浅
間
神
社
古
墳
（
滝
沢
ほ
か
一
九
九
二
）
で
は
二
次
横
刷
毛
調
整
を
有
す
る
円
筒
埴
史
観
第
一
七
九
冊
一
二
二
輪
と
一
次
縦
刷
毛
調
整
の
み
の
円
筒
埴
輪
の
二
種
類
な
ど
、
複
数
系
統
の
埴
輪
が
出
土
す
る
古
墳
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
に
つ
い
て
は
、
三
辻
利
一
氏
の
一
連
の
研
究
に
お
い
て
、
胎
土
組
成
に
明
瞭
な
差
異
が
存
在
し
、
異
な
る
製
作
遺
跡
か
ら
供
給
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
三
辻
一
九
九
二
、
一
九
八
九
）。
遺
構
の
状
況
が
詳
ら
か
で
な
い
古
墳
が
多
く
、
同
一
古
墳
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
か
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
が
、
南
関
東
で
は
、
千
葉
県
市
川
市
に
所
在
す
る
法
皇
塚
古
墳
（
山
崎
ほ
か
二
〇
〇
二
）
か
ら
、「
下
総
型
」
円
筒
埴
輪
と
生
出
塚
窯
産
の
形
象
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
事
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
複
数
の
生
産
地
か
ら
埴
輪
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
事
例
は
南
関
東
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
古
墳
の
規
模
に
応
じ
て
、
複
数
の
工
人
集
団
に
よ
る
生
産
体
制
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、
本
論
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
当
該
地
域
で
は
小
規
模
な
古
墳
で
も
複
数
の
生
産
地
か
ら
埴
輪
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
生
出
塚
窯
群
に
よ
る
広
域
流
通
網
の
確
立
以
前
に
も
、
工
人
の
移
動
を
伴
わ
な
い
遠
距
離
供
給
が
存
在
し
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
一
方
、
工
具
（
刷
毛
目
）
や
埴
輪
の
原
材
料
（
粘
土
や
混
和
材
）
を
携
え
て
工
人
集
団
が
移
動
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
製
作
さ
れ
た
埴
輪
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
同
一
古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
に
見
ら
れ
る
型
式
学
的
な
差
異
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
な
ど
、
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
事
項
も
多
い
。
埴
輪
の
系
統
を
念
頭
に
お
い
て
、
生
産
地
と
古
墳
間
に
お
け
る
刷
毛
目
の
照
合
な
ど
の
分
析
事
例
を
蓄
積
し
、
胎
土
分
析
な
ど
の
科
学
分
析
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
拠
点
的
な
製
作
遺
跡
で
行
わ
れ
た
大
規
模
生
産
と
は
異
な
る
、
地
域
の
小
規
模
な
埴
輪
生
産
や
遠
隔
地
供
給
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
の
作
業
を
努
め
て
継
続
す
る
こ
と
を
期
し
て
擱
筆
す
る
。
註（1
）
本
論
で
は
二
〇
〇
一
年
発
掘
調
査
資
料
と
称
す
る
。
（
2
）
末
長
久
保
台
一
号
墳
で
確
認
で
き
た
刷
毛
目
の
う
ち
、
Ｄ
類
以
外
の
刷
毛
目
（
Ａ
～
Ｃ
類
）
で
、
正
・
逆
の
パ
タ
ー
ン
（
城
倉
二
〇
〇
九
）
を
確
認
で
き
た
。
本
論
で
は
Ａ
お
よ
び
Ａ’
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
復
原
し
た
工
具
の
本
数
や
そ
れ
ぞ
れ
の
埴
輪
の
特
徴
か
ら
み
て
、
同
一
原
材
か
ら
作
ら
れ
た
兄
弟
工
具
が
存
在
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
（
3
）
埴
輪
研
究
会
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年
度
に
か
け
て
、
関
東
地
方
の
埴
輪
窯
跡
群
・
古
墳
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
大
会
を
実
施
し
て
い
る
（
詳
細
は
『
埴
輪
研
究
会
誌
』
第
一
八
～
二
一
号
を
参
照
）。
三
辻
利
一
氏
の
分
析
は
基
本
的
に
Ｋ
・
Ca
・
Fe
・
Rb
・
Sr
・
Na
の
六
因
子
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
が
、
末
長
久
保
台
一
号
墳
、
白
井
坂
埴
輪
窯
跡
お
よ
び
西
南
武
蔵
に
お
け
る
埴
輪
生
産
の
一
様
相
一
二
三
福
寺
古
墳
の
分
析
で
は
、
Na
を
除
く
五
元
素
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
改
変
し
て
表
示
し
た
。
謝
辞
 
　
本
論
は
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
〇
日
に
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
三
九
号
館
考
古
学
研
究
室
に
お
い
て
、
文
学
研
究
科
考
古
談
話
会
第
一
六
九
回
例
会
（
第
四
回
博
士
後
期
課
程
研
究
発
表
会
）「
南
武
蔵
に
お
け
る
埴
輪
生
産
の
一
様
相
：
川
崎
市
高
津
区
末
長
久
保
台
古
墳
出
土
埴
輪
の
分
析
事
例
か
ら
」
の
発
表
内
容
を
骨
子
と
し
て
、
新
た
に
起
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
コ
ー
ス
の
大
学
院
生
諸
氏
か
ら
有
益
な
ご
教
示
を
戴
い
た
。
 
　
本
論
に
関
わ
る
資
料
分
析
は
、
筆
者
が
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
臨
時
職
員
を
勤
め
て
い
た
二
〇
〇
九
年
当
時
の
学
芸
員
で
あ
っ
た
浜
田
晋
介
氏
（
現
・
日
本
大
学
文
理
学
部
教
授
）
の
ご
高
配
に
よ
り
、
川
崎
市
内
出
土
埴
輪
の
整
理
に
携
わ
る
機
会
を
与
え
て
戴
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
の
起
稿
に
併
せ
て
再
度
実
施
し
た
資
料
調
査
に
際
し
て
、
能
登
昭
吾
氏
お
よ
び
岡
道
孝
氏
の
旧
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
古
家
満
葉
氏
・
村
山
翠
氏
、
二
〇
〇
一
年
発
掘
調
査
資
料
に
つ
い
て
は
川
崎
市
教
育
委
員
会
の
新
井
悟
氏
に
便
宜
を
図
っ
て
戴
く
と
と
も
に
、
写
真
な
ど
の
掲
載
に
も
ご
許
可
を
戴
い
た
。
二
〇
〇
一
年
発
掘
調
査
資
料
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
有
限
会
社
吾
妻
考
古
学
研
究
所
の
大
坪
宣
雄
氏
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
未
公
表
の
実
測
原
図
を
一
部
ト
レ
ー
ス
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
ご
許
可
を
戴
い
た
。
 
　
朝
顔
形
埴
輪
の
実
測
図
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
考
古
学
コ
ー
ス
と
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
三
次
元
計
測
デ
ー
タ
に
株
式
会
社
ラ
ン
グ
の
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
処
理
を
施
し
て
作
成
し
た
。
ま
た
三
次
元
デ
ー
タ
の
整
理
お
よ
び
図
版
の
作
成
に
際
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
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邊
玲
氏
、
同
修
士
課
程
の
谷
川
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氏
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ご
助
力
を
戴
い
た
。
 
　
末
筆
で
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ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
世
話
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な
っ
た
皆
様
に
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甚
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感
謝
を
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上
げ
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次
第
で
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。
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頃
か
ら
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指
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戴
い
て
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る
早
稲
田
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術
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教
授
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城
倉
正
祥
先
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は
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戴
い
た
考
古
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す
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古
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近
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図
版
出
典
図
1
・
2　
（
伝
田
二
〇
一
五
）
を
一
部
改
変
し
て
作
成
。
図
3　
（
伝
田
二
〇
〇
九
）
を
一
部
改
変
し
て
作
成
。
図
4　
国
土
地
理
院
が
提
供
す
る
基
盤
地
図
情
報
の
数
値
標
高
モ
デ
ル
を
も
と
に
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
て
作
成
。
図
5　
（
鈴
木
一
九
九
〇
）、（
浜
田
・
長
谷
川
一
九
九
五
）
を
も
と
に
作
成
。
図
6　
二
〇
〇
一
年
発
掘
調
査
資
料
の
実
測
原
図
を
一
部
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ス
し
て
作
成
。
図
7
・
8　
資
料
調
査
の
成
果
を
も
と
に
作
成
。
図
9　
（
鈴
木
一
九
九
〇
）、
二
〇
〇
一
年
発
掘
調
査
資
料
の
実
測
原
図
を
一
部
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ス
、
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
三
次
元
計
測
の
成
果
に
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
画
像
処
理
を
施
し
て
作
成
。
図
10
・
11　
（
三
辻
一
九
八
九
）
の
分
析
成
果
を
も
と
に
作
成
。
図
12　
（
三
辻
・
犬
木
・
近
藤
二
〇
一
四
）
の
分
析
成
果
を
も
と
に
作
成
。
図
13　
資
料
分
析
の
成
果
を
も
と
に
作
成
。
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出
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資
料
調
査
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を
も
と
に
作
成
。
